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甘 腰 に 対 す る 畦 間 か ん が い 試 験

久 負 晃 尋 ･ 荷 川 取勝永
(琉 球 戯 男裁駿場宮古支場)

AkihiroKuGAl&SyoeiNIXADORT:AnExperimentontheFurrow

lrrigationintheSugarcaneField

1963-164年脚は70年来の大干ばつで全琉戯家にとって

はかつてない苦境に追いつめられ,ことに宮古島は舎琉

で被僻が収も大きく,甘柿死状俄の甘燕はかろうじて生

/.(ほIrvり灰したが,10a当たりの収珪約2トンという磁

位の収偶を肥紳した｡ しかしN:Co.310は耐千性 の強

い晶和であるから大仰をまぬかれたが,POJ2725品概を

磯h'iしていたならば食滅状£掛こあったものと思う｡

t川王は他の作物に比して耐下椎が強く従って甘掛 こ対す

る水の.tB的が一般に低く,ここに到って水の共の有難さ

が知らされたものである｡廿掛 こ対するかんがい効果は

文献をみ る と大きく,{粥では約60.%の増収を肥蝕し

ている4)｡琉球は咋開陳F:打水鼠が多いとは言え,その分

佃がポEJ･であるために-r-ぱっを抑く回数が多い｡特に

q笹の陀掛よその/(ミ押陳を漕しく低下させている｡宮古

のJ･J御よマーLyで保水ノJがgijくかんがい効射 ま他の土壌

に比して!.一古くあらわれると心われるが,廿此畑における

合即的丁亡JTl水〔tを知り,かんがい水を何効にGLl用してか

んがい旬rtiを(.1めるための研兜が耶瀞であることは苫 う

までもない｡竹者等はスプリンクラーによるかんがいは

地殻の関係上実施できなかったが,畦間かんがいによる

/L軌 収伯,脚坪分布,かんがい水の渉遜花伝馴こついて

拭験を火施し た ので,その結果を報告する｡

1. 試 験 方 法

俳試晶軌まN:Co.310とH.44-3098を 用い, 琉球製薬

概観儲宮古支椴の珊瑚石灰岩土壌(北 棟 地 )で 実 施 し た ｡

芯教区は1区20-40㌦の2区制にし 畦 幡 120cn､ 挟間45

細で10a当たり1,8CX)本地えとした｡施肥丑は 10a当た

り刷巴4,500kg,化学肥料は1959-･1962年までは硫安78

kg,迎石42kg,也加17kg,1963年からは硫安148kg, 過石

107kg,塩加36晦を施用し1959年8月-1965年 2月の闇試

験を火施した｡かん水の時湖を合理的に決定するために

地盤面より2ScH･, 45cpの深さに石膏プロッタ を埋め

BouyoucosSoilMeterを利用し深さ25cmの土壌水分を

測定し有効水分目盛が50%以下に降下した時にかんがい

せ行なった｡珊査方法として地え付け後 2カ月目から毎

月生育中棚の庶基10本専任忠に拙出して行ない,頼系調

査は甘赦収穣後かんがい区,如 〉んがい区について そ

れぞれ調査し,鮮汁分析は 宮潜, 沖槍の施設を利用し

て行なった｡収量調査は全区にわたって実施し,辞汁分

析､叔系調査は大干ばつの被晋をうけた1962年 8月植え

の甘虎について行なった｡

2. 試験結果および考察

1)甘煮生育期間中における降雨量並びに降雨

日数

甘臓かんがい試験を実施した1959年 8月から1964年12

月までの生育朋間中の降雨虫は第 1回及び第 1表のとお

りである｡

第 1図 降 水 Ei･

8 10 12 2 4 6 8 1012月

最高の降雨量を示している年は,1959-唱0年朋で3,6･94.7

桝TX,最低の降雨塵は 1963年-64年朋でL,973.8附せ記録

し,平均3,085.伽1Rである｡ 1963-64年朋は70年来の大

干ばつで,平年の約640/o降雨量であるが,植え付け後か

ら翌年の伸長初期にかけて降雨盈は少なく,特に紙効分

けつ朋から伸長初期(lJ･-5月)にかけて降雨はほとんど

なく,生育旺盛期の7-8月,生育後期の10月,11月と

長期の干ばつが全生育期間に3回あり,被啓をうけてい

るo平年では,降雨量の駿も多い月は8月,蔵 も少ない月

は11月,2月,4月である｡すなわち有効分けつ期の最盛

期から無効分けつ期間と生育旺盛期の7札 それに生育

後期の10-1L月は降雨温,降雨回数ともに少なく,大か

んばつの年である1963-64年期 も平年とほぼ同様な傾向

にある｡生育時期別の平均降雨量 (第⊥表)は有効分け
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繭lヨ数では有効分けつ糊.と生野旺盛鵬に多く,次いで生

背後朋で細効分けつ糊にはほとんど降りていない｡月別

に見た場合 L園の降雨塵が 】L00脚以上ある月は有効分け

つJ#jの8-12月,捷背旺盛朋の6I-8周,墜背後朋の且0-ll

月で,蛾効分けつ朋の且2月は1964-65年胸.にエロあった

のみで 1-4月は全然降 っでいないo すなわち 6-ll

月に 103脚以上の降雨日数が多く,･夏から秋にかけて媒

雨 の多いことを承している｡大平ぱっの埠がある1963一

朗 年朋では 10･脚以上の降雨日数は44臥 1∝如以血の降

雨 日数は位か.に2田で, 細動分けつが 穀 も少な く有効
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分けつJ掛こ砲も鋸 1b10伽胤以Jl･.の附舶 三助ったのは壁丹

後潮でそれ以酌粒食鮎降}Jでいない0

2)かんがいと甘帝の生育

かんがい院は崩晶融 と転封榊院に比して威儀 堆数が多

く,茎鼠 韻摘ともに優りていでかんがいの効栄が細め

られT=｡TI.44-3098は N:Co.310J: りも4月と7月の

肝等仲尾が約月に比して妨りていtるLが,その絹月は降雨

鬼少な(,干ばつが多いために的Co.310.i : り多くかん

がいする必盛があるように脇われる｡ すなわち 柑≡Co･･

310は少鹿の水分でもその効架が H.44-3098より偵り
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節1歳 除碍剤散布前後の降水品 tl)1%2年

散布蜘後の打数

政花時胴 -＼ I

飢え付け用後 (8月4日)

生 行 脚 (lD月8日)

十 4 -3 - 2 -1 0 1 ( 2 3 4 5

丁13 20 3 - 2 - - - -

2 1 15 l 一 一 - - - 2 - -

茄lR 除碍剤散布TTu後の降水虫

｢ii? 散布TW後の口数

附 時順 ､ I-5

肌 九付 け ir臓 処期(8月10日)

3. 試験の結果と考察

机 九 付 け 綾 の l 川 . の /1 背状況は前2Rのとおりである｡

郡 2 J l / k 作 舶漉 く1)1962年
こ = 二 二 こ こ...･..二･..= ･.･.三 = :..三 三 = =L l l .･.l

i ii a 囲

伽 験 B(別

月 27 日

丈 f 茎

C7r

1I5

翌 年 5月22日

数 l茎 長 】茎 数

i. 襟 叫 =Til取除叩院

2. DCMU89+DCMU89

3. CAT8gトCAT89

4. PCPl00 g十DCMU89

5. r)CMU8g+DCMU89

6. C ^T8glCAT8g

第 2盤 生育調査 (2)1963年

水l°∫

水10才

水l°～

水20L

水l°ど

l⊆≡≡■
駅鹸区別

i. 班flLi 手取除草

2･ DCMU8g 水10,6

3. DCMU6g 水10L

4. DCMU4g 水ユ08

5. DCMU8g 水208

6. DCMU69 7J(20E

7･ CAT 89 水106

l翫 莞｢雷語

:4:.55.'18

蜜~l~一一年
朋 些旦

茎長庭数l

15015.0162】m .7

100

109

lo§
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ユユ5

本
2.8

3.8

3.4

3.9

4.2

124 1 4.4

72 6.8

7. l 7.i

78 7.1
1

除草剤散布後すなわち発⊥回追肥,培土直前の調査で

は両年とも薬剤散布区が初期の草丈や分けつに好結果が

見られるが散布区は初期から非常に雑草の少ない状態に

あるのに対し錘処理区はある程度雑草が繁茂してから除

草するのでその間に草丈や伸長が劣るものと思われる｡

植え付け翌年の調査では⊥鉱2年植え付けは特に補植等

によるむらが大 きく生育に一定の傾向は見られなかった

が1963年植え付けは1回目の調査と同様撫処理区の生育

は一･段と悪く初朋の雑草の繁茂が大 きく移野したものと

思う｡

植え付け直後散布の除草剤の雑草効果は第3表のとお

りである｡
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3

第 3表 雑草の調査 (2)1963年

＼ 項

試験区別

32 日 日

雑 草 盈 1標 準 比

55･日 日 の 難 革 (9)

メヒVパ い ヌビ可そ の 他

1. 棟準 手取除草区

2. DCMU8g 水108

3. DCMU6g 水102

4. DCMU4g 水108

5.DCMIU8g 水208

6. I)CMU6g 水208

7. CAT89 水10e

g

823.33.3

9.3

46.0

5.0

16.3

61.0

%
loo

0.4

1.1

5.9

0.6

2.0

7.4

雑草の発生状況は第3表に示すように薬剤の穣塀及び

我見,水虫により相当塞が見 られる｡すなわちCATより

DCMUが親革効果は大 きくまた持続朋閲 も長いようで

ある,散布水虫については散布噂の気象条件に交配され

るようで1962年の乾燥時の処理は基準点･(a当T=り108)

より増した万がかな り良い結果を示してお り1963年のよ

うに適度の湿度がある場合は敷革効果に大差がない｡1%

2年舷哩の結果ではCATは特にイヌビユに対する殻等効

窮4衷 前 2tgl.散布後58日目の雑草禍発 く1962年__.____.=__三-_一..･.･.li-l1-二二･.≡一､---- 項

試験区別

輿は小さくまたPCPはメヒVパに対する淑itJ効fJIが小さ

いようであっ1二が1963年処理ではCATもイヌビユに対

す郎鋸和ま大きくこれは適度の湿 りにJ:り轍J'閥蛸‡が火

きくなったものと思われる｡頗草剤の倣何方班についで

は1962年は水虫雌血区もru.S形機で牧爪したので倣和 己か

なり長時間を灘したが1963年は水甜(7･通釈は柳弼散布し

たので倣咋時間が粍耕され然も殺す.lL効姫に大月はなかっ

た｡

nf当たり,単位は9)

モ言 ;=T .{ て~--: ,--:;二目 lメヒVバ
二コ=

1. 蹄準 手取除塵区

2. DCMU8g+DCMU89

3. CAT89+DCMU89

4･. PCPl(X)9十DCMU89

5. DCMU8g+DCMU89

16. CATBg+CAT89
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水
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氷
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%
24i4 100
4.2 ユ7

4.3 1B

4･5 18

4.4 ･ 18

4.5 ユ8
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ているように思われろ｡茎経についてみると生育時 (収

糠的)の基経の測定は母茎について行なつたが,平年で

は全Mを通じてかんがいLgが太いが,1963-64年期の干

I.'tをうけ1=N:Co.310では生育初期から伸長初朋にかけ

てかん水Liが太く,H.44-3398のFl丑ではかん 水区の

後朋が太い傾向にあるが,収楼時のLE育調査における母

郡3滋 T-ぱっ被与一子叢の晶雌別LE育調雀 (収樽崎)

処BJ!別

かんがいLi

第 1号 (1965)

茎および分けつ茎 の平均茎径 からみるとH.44-30%

は 善が認められないが, N:Co.310ではかんがい 区が

太く,H･44-3098よ り N:a)･310がかんがい による茎

指の 増大は大きいように思われる (第 3表)｡すなわち

N:G}･310 の分けつ茎は母茎より茎行が非常に太くなっ

ていることを示し,干嵩をうけると母茎の生育が抑制き

品 WJ 名 ■串 長

ド:Co.310

H.44-3(泊8

N:Co.310
t7.44-3098

碓

伽

47

3

つ一

つ一

35

31

つ】

2

数 I 1 本 玉 虫

39.2 1 1

42.9 1

;,6:: t 1

れ,分けつyT'のJl付が促進されるように考えられる｡ま

た和風についてみるとかんがいによってN:Co.310は

3.1ETP,】1.44-3098は5.4耶Imしているが N:Co.310よ

りH.4413398のJlがかんがいにJ:る耶数の脚加は 多い

.i:うにみられる｡1117'(和良ではかんがいによって N.･Co.

310u媒くなりているが,tl.44-309割まかんがい区,料

ft(tl<のIlulこ節が.岨められない. すなわち N:Co.310は

肘 下, 耶r川越の仰人に.tりH.44-309割ま軒数の脚加に

.ト'てそれぞれ収mが多く/.Eつているものと払われる｡

節4表 LE汚噂収別かんがいによる生育状態 (母茎)

＼ 項
日

処軸 ＼ ＼ ､

対 照 区

分 け つ 湖
かんが い区
生 野旺 盛 湖
かん が い 区
全 滅
か んがい区

茎 長

7 月 12月

CZI
142.6

153.6

166.1

169.8

CA
265.4

308.4

293.5

306.4

茎 径

示 ｢ ｢て請

Cyt
2.55

2.39

2.58

2.39

収脚 音の生育湘鹿 (母茎 ･分けつ茎)

対偶区

分 け つ 燭
かんが い区
JJf摺旺盛 朋
かんが い区
乍 朋
かんが い区

茎長
C1

267.5

308.3

312.7

342･7(_ 2･65 32･7

331

307

921

057

次に生育時期別に (1964-づ5年朋)かんがいした場合の

試験成掛 こよると (第 4裳),有効分けつ期間の10月一11

月は降雨少なく,生育,分けつに支将をきたしたが分けつ

朋かんがい区,全期かんがい区は分けつ,生育ともに よ

く,/Ji三育旺盛朋には降雨塁多く生育には憩い移熟 まなか

った｡ 7月においては分けつ欄かんがい区より生育旺盛

朋かんがい区の方が庶事の伸長は良く12月の生育状態を

みると(第4表),各かんがい区は対頂同より生育は良いが

全朋かんがい区が分けつ朋かんがい区,生育旺盛期かん

がい区に比してかんがい水盛が多い割に茅長に差が認め

られないO収稚前は母苦のみについて革長,革行の測定

を行ない,収機噂は母草,分けつ茅の平均を表にあらわし

てある｡

従 って母茎,分けつ茎の生育はかんがい回数を多くす

ることによって促進されるが,特に分けつ草の生育が促

進されるために母茎の生育が抑制され,全期かんがい区

は他のかんがい区に比較して母等において巷が認められ

ないと思われる｡収稚時における母茎,分けつ茎の生育

調査による茎長春みるとかん水回数が多くなるにつれて

優 っていることからみても分けつ夢の生育促進を示 して

いるものであ り,分けつ茎の生育促進は母茎の生育をい

くらか抑制するもの と考えられる｡また茎径についても

母茎はかん水によって対照区より細 くなっているが,分

けつ茎はかんがいによって太くなり,母茎分けつ茎の平

均ではかんがい区の方が太 くなっている｡分けつ掛 こか

んがいしたものは根元の方が太く生育旺盛期にかんがい

したものは上部の方が太いようである｡従って全期かん

がい区は根元,上部 ともに太くなっているo
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3)かんがい と甘煮の収量

品種別並びに生育時期別かんがいによる収盈調査の結

果を見ると1930-1963年度までの4カ年平均の品種別の

成嶺では原料茎重は 対照区に比較してN:Co.310が25ヲbr,

lH.44-3098が207,b増を示しているがプ9:ソクスでは大

第 5表 大干ばつの年における収塵調査 (エ964年度)

処理別

か
ん
が
い
堅

対
照
区

一､- 一撃

品種名

N:Co.310

H.44-3098

IN:Co.310

1ド.44-30981

差は認められない｡また枯死茎数についてみるとかん水

によって多くならずむしろ少ないようにある｡この4カ

年間のかんがい水屋が全朋にわたって1回かん水塁が20

州で少ないように考えられる｡従ってかんがい水虫を生

育時期別に増せば,LよT)多くの収塁があげられたものと

7,350 1 ⊥50

3.,960 1,440

第 6表 大干ばつの年における舵汁分析 (1964年度)

思 う｡この期間中のかんがい回数は少ないもので11回の

220柳,多いもので23回の460州 となっている｡大干ばつの

年である1963-64年樹では(第5糞 ,.第 6表)N:Co.310の

照茎玉虫は対照区に比較して47クo増,tI.44-3098は77クわ

軌 ･可魁糖盟はN:Co.310は63%増,Ⅵ.44-3098は74グb

増でかんがい効果が湖軌 こあらわれている｡風習茎数は

かんがい区に 多く特に N:Co.310の被害が大きいが,そ

般的に生得がよく舵茎が倒伏したために,鼠聾茎が多か

つたもの と恩 われるが,-1陳茎の倒伏は風に対する抵抗力

を強め鮮茎の折掛が少なくなっている.

また干賓をうけた庶茎の聴汁分析結果をみると 搾 汁

翠,粉塵,紙粉率,可製粒率はかんがい区が高く,繊維

分,還元糖では対照区が多い.すなわち千ばっ被害茎は

歩留が低下している｡ これまでのかんがい試験ではかん

がい岳が少なく,土地が中等地であるために,対竹区 と

の枯死茎,プ9ソクスに兼異がなくまた 収 品が少ない

が,把t,t地に栽培しかんがい水虫を多くした場合には収

塵の増加 とともに枯死茎が多くプyプクスにも差異を生

ずるものと考えられるので帆死基j針子をや肌する上から

かん水区においては特に礼典収りに約出さなければなら

ない｡

/1背噂朋別にかんがい水成を紳 こしたSTJ合の収血成約

は第7誠のとiJりである｡かんがい水屯は分けつ朋には

8回でIBO脚 (1回のかんがい水侃20-30Hrd),/I三冊rl;.

感朋は4回で130紺 (1回の水盛30-･40卿･),Jk帝劇伽ま2

回でBO州(1庭Iのかんがい水iITi･40淵)として収雌1カ月T]'lJ

までのかんがい脚数は14回で390脚かん水したOその鮎兇

刈 机以り茎数は全朋かんがい区が地も多(,次いで分け

つ鵬かんがいぼでは対順区が rJnも少ないが,帖椛盛は企

朋 かんがい区,分けつ かんがいぼが多くかん水盟が増

すにつれて枯死茎が多くなっている.f舶一子英数は鮒年と

同様かんがい区に多い｡ブリックスは矧Iq区が1-ILZも霜く,

かんがい区は低くな,?ていて,特にかんがい水腰の多い

全期かんがいしiが崩も低い｡庶基経椛は乍肌かんがい抗

64ヲb僻しこれまでのかんがい 試験の約2倍の脚収 であ

る｡分けつ糊かんがい坑,JJz倒 E娼脚かんがいJiはそれ

ぞれ33知,35%の増となっているがJJ三河帖J.&捌かんJJ,'い
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Lgはかんがい区の中で刈り取り茎数は少ないが茎長が大

きいために分けつ朋かんがいr左とほぼ同様の収丑をあげ

ている｡台約盤選試験所の銀点鎖の研死結果4によれば

JJlけつ朋 (初朋)にかんがいして生育旺軌跡こ干ばつに

あっT:場合かんがいしないと対照区よりも収丑が減るの

で,かんがい水生が少なく夏季干ばつにあう地帯は初期

化かんがいするよりは生育最盛期にかんがいした方が有

利であると発表しているが,1964-65年期は生育旺盛期

は降雨に忠まれ,生育に好条件であったので分けつ朋か

んがい区は対畑区より収塵が多かった｡

胡7滋 Jl何時朋別かんがいによる収淀成紡 (1965年度)

ー=二 項

弦肯蛸別

対 朋

R J刈｡取｡茎数欄 死 茎 数

区

分 け つ m か ん が い 区 r 8,1∞

唱 宵 LfF.嘘 朋 か ん が い 比 7,875

公 卿 か ん が い 区 8,662

次 に降雨払 降雨蜘敬Jl'･.ぴに/皇帝時朋削除繭瑞が収頂

に Jkば す膨矧 こついて述べると次のとおりである｡甘庶

!･(三村 肋 rLfl吋の組降雨跡まlJflにも述べたように 2,8∞pか

ら 3,700JErでN:Co.310の投舶収穂を あげている,1959-

6Oil･'.馴 油びに1964-塙5年WJでは帆年収が3694.7JLJlで崩も

もれ ､が ,後咋J仙ま降雨放段も少なく2879.gJLTを旧如し,収

冊 の [11 も少ない1950 61年朋の陣向上削ま3,355.3肘で割

に 甘 く ,lI.44-3098の収敬では1961-<2年鵬が滋砧で,

次 い で 1962-63年畑とfl>ているが,両年肋の降雨皿は

帖 も 少 F.(く約2,700JLrである｡すなわち生育期間中の降

は洞 の 彩 少は艮JPJの lニぱっがない限r)収跡 こは関係ない

よ う で あ る｡

/生 育 時 鵬別の除痛虫からみると N:Co.310の収 丑 の

多 い 1959-60年期及び1964-65年期では有効分けつ期間

の 降 -Rlg'応少なく,柵効分けつ肌 Jt守旧･王威朋にかけて降

内剛 ,'多くなっているのに対して収E;･の少ない1960一心

年朋では有効分けつ胤 こ降雨鼠が非常に多く,収塁の多

い年の2倍以上の降雨愚があり,無効分けつ欄間は降雨

LRi.も少なく,生育旺鰯肌の降雨盈はや 少ゝないが平年並

である｡

19611 2利札 62-63年朋は N:Co.310の収 塵は平

年なみであるが,H144-3098は19611 2年朋が殺 商の

収屈をあげ,次いで62-63年朋の順で,有効分けつ胤

瀬効分けつ朋の闇には降雨丑の差は少なく,生育旺盛朋

では611 2年児紬坤 i少ない｡すなわち分けつ期間の降

i東灰力城 皿に関係するJ:うで,特に触効分けつ朋の降雨

崩が有効か ナつ糊のそれよりも擁%Lに少ないと減収する

tとうに考えられる｡つまJ)有効分けつ肘 こ降雨品が多過

ぎると有効基を少なくし,かつ根が比較的浅くなり,軸

効分けつ肺 こ干ぱっにあうと干啓をうけやすくなるよう

7∞

1,350

595

1,017

表 音 (77 = 扇 韮 表 序

⊥9.28

19.07

19.04

637 1 18.03

8,993

⊥2,∝)4

⊥2,410

14,728

数

1∞ I

133

135 [

164

に思われる｡

降雨回数と収忠をみると,N:Co.310の最も収歪の多

い1959-60年朋は102は以上の降雨日数が91日で他の年期

より多く,生育時期別では有効分けつ期に月当たり4.75

日,無効分けつ)明6日,生育旺盛糊6.25日をそれぞれ示

しているのに対して収虫の少なかった1%0--61年朋は10

qJ以上の降雨日数は73日で少なく,有効分けつ朋には月

当たり5日の降雨R数に対して恕効分けつ糊 は3.2日で

非常に少なく生育旺盛朋は 前 年とほぼ同様の6日であ

る｡100JrX以上の降雨日数は1959-も0年畑には生 育旺盛

朋に月当たり0.75日あるのみに対して1∈追0-1江年収は有

効分けつ期に5日 (月当たり1.75日),生育旺盛期には

月当たり0.25日で,有効分けつ朋に降雨塁の多いことを

示している｡従って琉球は降雨の分布が不均一である故

に降雨丑,降雨回数の多少は収虫に関係なく,むしろ分

けつ期間中の降雨丑のバランスが収塵に影響するように

思われる｡

4)かんがい とメイチ ュウ

かんがい試験区におけるかんがい区と対照区のメイチ

ュク発生状況は第8表のとおりである｡

第8表 メイチュクの発生調査

処 理 別 調 査 茎 数 履 寵 姦 f被等茎数率

かんがいすることによってメイチュクの発生が少なく

なっている｡分けつ朋における甘舵の生育とメイチュク

の発生に深い関係があるといわれている｡
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夏臆えにおいて,メイチュクは10月頃から発生するので

生育不良なせ衛,植え.付けの遅い甘誰はメイチュクの加

啓をうけやすいO すなわち分けつ期 に発生する メイチ

1クの食害部位は生長点に近い部分でありメイチュクの

発生時朋に生長点が地表下にある腸合にメイチュクの加

害番う･けやすい｡また分けつ脚 こ乾燥すると多い傾向に

ある｡従 ってかんがいすることによって甘膳の生育が促

進され,土壌をしめり気のある状態に保たすためにメ1

⊥1

チD.クの発生をいくらか抑制するように考えられる｡

5)かんが川 こよる土壌水分の保持期間

かんがい水が土壌中にどんな典合に惨適していくかと

いうことはかんがい方式,かんがい水虫および間断日数

などをきめる上に非常に大切である｡従って止機中の水

分の渉還状態が, かんがい前の土壌水分食恩に如何なる

影響があるかを調査した｡土壌水分が極めて少ない誰固

(第 9表')に生育旺盛朋に30mlhかんがいしたもので,か

舘 9表 かんがいによる水分保持期間 (土壌水分が極めて少ない場合)

土 壌 の 深 さ は A/G}甘 蛋l

25 cm

45

%10: ユ00

第10表 土 壌 水 分 が 適 塁 で あ る 場 合

2 日目 l 4日田

i.0. 1 9. I 83

85 58

んがい蹄土壌中に食まれている水分が極･樹 に少ない場

令 ,30脚のかん水ではまだ充分とは云えない｡45排の輝

きでは 2日1日より水分が減少し始め4日目で580/Oを 扉

し.,かんがいの時糊である5･00/o以下になるのはSE帽 頃

である025cmの深さでは7日日でも80･C/Oを示し,その後

は測定していないが約9日間は50C/O以上を保つ ものと思

われる｡すなわち土壌水分含血が極めて少ないと45cwま

で藩選するのが少なく水分の保持朋閥が悔い ｡

土壌水分食感が適碇である場合 (餌10愛)･は深き25亡桝

および45珊ともに5日目より減少L/baめ,上記の土壌水

分の少ない場合より25cm区は1臥 45脚区は3圧欄 轟く

且CX).0,0を保持しているo S日日までは25伽の方が45cmよ

り水分減少がや 多ゝいようである･が,7日剛こは逆に輝

き45cTWの水分食塩が少なくなっている｡有効水分の50C/0

以下になるのは25鯛では10El闇,45C仇ではg馴削ま可能

で,下層にも水分がやふ多く潜遜していること魯承して

いるC従って生督促戚肘 こはかんがい水r_rTtを30蜘以Lに

lL下層まで充分穆遜するようにし†こならば,水分榊鞘欄

間は掛 こ長く水分の減り方も今までのように下桐から兜

に少なくならないで.卜.粘,)から下屑へと凧次移,.,ていくも

のと愚われる｡

次陀1963坪9月10月に台風が宮古鵬へ凍馳 し298.L脚

という多血の降雨をもたらした附の士.明水分の丹花を御

蔵したが (節皿1衷),それにJ:るとかんがいはのこじ雌の

約11敦 降雨盈 (かんがい水虫)が多い場合の土壌水分の変化

21悶 事24日日

67
釦

75

畑

Enm
7L1
75.

望

00

一

27

聖

39

は

10

40

22

95
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深さ25czR区では7El目より45伽では19日日頃より水分が

減少しているのに対し,対照区の深さ2Scnの土層では9

日日頃から,45伽では28日日頃から土煙有効水分が拭り

始めているがノかんがいの時胴である有効水分が50%以

下になるのは,かんがい区の25cnLでは25日目,45cnlでは

28円日,対照区では26日目,45仇の深さでは37日日頃で

降雨放 (またはかんがい水毘)が多塁の場合は水分の保

持朋剛が壁に罵くなるばかりでなく,上層から下層へと

水分の賊少が移っている｡またかんがい区と対働区とを

比軟してみる.と,対照区の土壌水分がかんがい区よりも

拘縦壬駅間が良い｡その登園としては土壌の理学的性矧 こ

よるものと考えられる｡つまり1963年は70年来の大干ば

つで例年に比鍍して降嫡回数,降雨袋が極めて少なかっ

たので,かんがい区はかんがいによって土壌の団粒構造

謂12袈 降雨が少盟の場合の土壌水分の変化

処即別

か
ん
が
い
此

土 壌 の 深 さ

25伽

45

25

45

が破壊され団結したために水分の保持が窓く地表面から

の水分蒸発塁が多くなったものと思われる｡またかんが

い区の水分の渉透を良くするために1963年 8月24日に申

耕を行ない,8月25日かん水した場合の有効水分を測定

した結果25mの深さでは申耕した庶園は1000/0, 申排し

なかった聴蘭は190/0,4Scがの深さでは中排した庶 園 85

%,申耕しなかった庶園はu%となっていて中排しなか

った鮮園の惨透が非常に悪いO

以上の調査時期は9月中旬-･10月中旬にかけて行なっ

たので7月-･8月の高温期はこれよりも水分保持潮間が

短くなるものと思うが,以上の調査結果からして多塵の

降雨 (またはかんがい)は水分の保持期間を長くしてい

るOちなみに少塵の降雨の場合のかんがい区と対照区の

土壌水分の推移をみると第12表のとおりである｡

1963嘩8月17F=こユ7加林の降雨があり8月L8日-8月26

日の閲に測定したもので6日目に3.4RE孔の降雨があった0

17脚の降雨ではかんがい区は45cnまで惨透し,対照区は

わずかに25cmまでしか渉遷しなかった｡かんがい区は土

壌水分がいくらか含まれているために下層まで鯵透し,

対照区は水分がほとんど含まれていなかったために表土

の土掛 このみ咲収され,下層へ渉透する水分が少なかっ

たように考えられる｡

水分の保持燭聞はかんがい区の25C2-の深さでは9日間,

鰐13表 生育初期の土壌水分の分布 (20柵かんがい)

45cnでは8日間に対し,対照区の25rcnの深さでは6日間

45cwの深さでは鯵選良が少ないので降雨当日でも水分不

足である｡すなわち土壌水分が多いと下層-の惨適宜が

多くなりまた水分の保持期間も長 くなっている｡つぎに

生育初期における土壌水分の変化をみると (第13表),

生育初期は草丈は低 くて葉は地表面を完全におおていな

いので,地表面からの水分損失は生育旺盛期に比べて多

いが,水分の吸収量は少なく,かんがい水蓮は20脚の少

量で充分のようである｡

しかしこれもかんがい前の土壌水分舎監によって水分

保持に長短があることは前に述べたとおりで,かんがい

前の土壌水分がOである場合は5日間,26へP43.2/nの場合

には約10日間保持しているo生育旺盛潤の30脚かんがい

と,生育初期の20nlAかんがいとがほぼ同じ期間を保って

いることは,生育初期は最低20脚,生育旺盛期は少なく
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とも301叫を必要とし,干ばつで土壌が極蛤に乾燥してい

ろ場合はそれ以上のかん水丑を必要とする｡

6.)か んがい水の溝透 と根の発育

かん水虫の多少が生育並びに収塁に及ぼす彫軌 ま台湾

轄菜試験所の発表によるとかんがいによる増収は,対照

区丑に比較して非常に多いが,かんがい区の少水虫区,中

水畳医,多水虫区との間の収盈差は少なくかえって多 虫

の水を用いることは水の浪費であると述べている｡筆者

等はこのことについて試験実施中で収塁については発表

で きないが,現在生育中の甘燕についてのかんがい水の

浄 適確断を示せば第 2図のとおりである0

第2図 平均培土前のかんがい水の港 透範囲

ユOmのかんがいでは深さ23伽,庶笛より横の方向へ31

-.37上竹,202mのかんがいでは深さ35川,横の方向-56-

58cBF,3DhLZ*のかんがいでは深さ45clh以上,横の方向へ58

-62伽渉遜しているO職に30棚かんがいは心土にもっと

捗遜しているものと思われるが,45cm以上の心土には,.

以軌のかんがいでしめり免を帯びており,乾梶の判断が

国難であったために調査が出来なかった｡かんがい水虫

が多くなるにつれて渉適職団が広くなり,かんがいを行

なっ1=柵の直下が渉透の深さは最も深く,かんがい水路

より遠くなるにつれて,渉透の深さは浅くなっている｡

次に甘僻地え付け後 4カ月目の肝根の伸長状態をみる

と,楓群発適のおもな部分はかんがい区では肝世下20-

30cA地表から (平均培土後)33-43C7nで,状の方向には

約60珊伸長していた｡表丑の楓は細く,r下層に伸びてい

る横は割に太いが,かんがい区は表土の楓が多く,心土

に少ない｡またかんがい区には根毛が多く見られ,降雨

後または多生にかんがいした場合には地表面へ赤味を帯

伊た新棟が対照区よりも早くあらわれやすい｡対照.区は

庶商下28-38Cガ地表 (平均培土後)から40-51cm,横の

方向へ約57(訪伸長し,かjt,がい区よりも楓が深く伸長し

盈土の線は少ないが,心土に伸長した楓が多い傾向があ

った｡平均培土前は甘燕の生育位置が植え掛 こあること

と,生育初期であるためにかんがい水が根の韮要部分に

かんがい水量不足の鵡合 (20h)

とおりで,かんがい溝が平均培土前は胎え溝であったの

が平均培土後は甘虎の生育位位が畦と同じ高さになり,

かんがいすべき位田が元の畦の中間に設けなければなら

ず,従って植え溝に生育していた時よりはかんがい水が

楓の最も多く分布している部分に渉遜するのにかなりの

へだたりがあり,かんがい水星を多く必要とするようlこ

考えられる｡30肘および40HtJtかんがいした場合の渉透状

態は第4図のとおりで,30州かんがいしT:噂は,かんが

い水路の直下65C桝,甘庶の生育している位斑では地表面

より36C桝惨透し,401n仇のかんがい水ではかんがい水路宙

下85clA,甘既の生育している部分では40cm渉遜していて.

かんがい 水路の層下が 斑も深ぐ的賢の生育 している位

旧が故も浅く渉適し,.かんがい水成が多くなるにつれて

深く静遜している｡城の方rltdへは,30相かんがいで剛 町

の庶衝まで完全に渉遜していた｡

しかし甘雌のJl背している位旧の地盤から8-10cJhに
はしみわたっていないO平助増土後根の旭も相似してい

る部分はかんがい尻で33-43踊,対n州法は40･-62mであ

る｡従ってかんがい区は30州税度でよいが'対托q区また

は平均培土肌にかんがいしたことのない此b削ま桝が深く

伸長しているので30州以上のかんがい水屯を必衰とする

ものと考A.られる｡判句培土後かんがい水がない射創ま

節3図のようにA,A′の部分が接しないので,梅の山も

多く分布している部分に水分のいきわたらない榔分がで

てくる｡

従ってかんがい水故を多くLA,JAJが按するようにし

なければならない(第 4図)｡そうでないと甘瓜は満足に

生育することができない｡砧培土後生背時朋が良くなる

につれて,かんがい,降雨等によって土鳩の理学的性耳が

悪くなっているのでかんがい水の珍透が懸くなり,土地

によって多並のかんがい水を必要とするOまた槽土した
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肝茎の部分にかんがい水がゆきわたらないことも あ る

那,毛rT現巌によっていくらか上梓し,水分の遵しない

部分は僅かである｡耕土が浅く,土壌がち軒化した場合

の水分分布は今までの三角形に近い分布から長方形に近

第4国 許培止後のかんがい水の港透範緒

い分仰督示し,下郎への鯵題が想く,水分保持を慈くす

ら.ように凪われろが.7-Ly地相では地表面が同結しな

い限りいくらか下方4まで/水分が渉遜していた｡

スプリンクラーに,iろかんがいの.試験は,まだ実施し

ていないが畔帆かんがいに比べて地RJbl',増土面から水

jFIが朋綿され,しだいに下Ju.へ渉適し帖闇かんがいのよ

う払 池形をなした水分分/riを示さないで一様の深さに

押通するので水分の机州ま少ないJ:うに考えられる｡つ

む'に根糸の止が()はかんがいP(,対順区によって灘なる

が､収脚 桝こ凧山王した鮒娘 ま耶⊥4滋のとおりで,根の分

niの f恥 かんがいt求では0-10伽 の深さに多く,対照
はは10へ･20伽 の脚 こ多い｡また深さ0-30伽 の根の分

布状態をみるとかんがい区では85.30/0,対周区で68.40/0

31-60cmまでの深さではかんがい区は14.70/0,対照区は

3⊥･6%に分相し,かんがい区は表土に根が多く,対照区

第14表 かんがいによる根系分布

は下桐土に多い｡すなわちかんがいすることによって地

盤面近くに多くなり,対照区は下層土に輝く伸長してい

る｡従って初矧 こ多盃にかん水して中期に長期干ばつに

あった場合にかんがいしないと根の分布状態からみて干

智をうけやすい.親眼は平均培土時までは,茎楓の攻上

仙 ま庶滞位隈とほぼ同一位置にあって,培土による断板

は掛え付け溝が浅くない限りほとんどないが,平均培土

後は･増土された庶茎の根基から発根するので膿筒の位

巻 第 1 号 (1965)

芯よりはやや高めに分布するようになり,高培土時には

更に断根を多くするが,詩壇土された庶茎から発根し水

分着分を吸収するようになる｡一般に宮古の土壌は洩い

所で30仇附近から,深い所では1.35mのところから石が

出てくるのが多く,中には大野越地帯のように石が全然

出てこない地域もある｡心土に伸長する根は太いが,塞

土に比較して少なくわ りあい硬い地でもつらぬいて伸長

しているが,表土の深い畑は広 く深く伸長している｡石

が浅い所にある畑は,兜根は挽く1部の根は石をつらぬ

いて伸びているのがみられるO心土が硬いとは云え多豊

の降雨があっても,水の停滞がなくて透水性は良いよう

に思われる｡

しかし宮古の土はマ-Lyで保水力が弱いので深耕によ

って降雨,かんがい水を多く保蓄させる必要があること

はいうまでもない｡1963Jo4年期は大干ばつで枯死した

顔が多かったが,根の伸長は平年に比較して異常に発達

して硬く切れにくいが,かんがい区の根はやわらかくて

切れやすい｡長い降雨後,地表に赤味を帯びた庶楓があ

らわれるが,土壌中の水分が飽和状憩になって酸勅 ;少

なくなったためであり,茎根は土壌水分 (酸素含盈)に

敏感であることを示している｡

摘 要

甘庶生育朋間中のかんがい並びに降雨忠が生帝,収監

及び根系に及ぼす梯軌 こついて試験を実施した｡

u) 甘庶生育娘間中の降雨塁は般薗 3,694.7脚,最低

2,753.8州を記稼し平均3,085.6脚であったO (1963

-64年糊を除く)

(2)甘源の発育の段階別に降雨童をみると有効分けつ

期間中は月当たり平均190.81m,紙効分けつ期146･6

M,生育旺盛朋236淵,生育後期161.2桝をそれぞれ

示し無効分けつ期と生育後期に少なく生育旺盛期に

多い傾向がある｡月別にみると生育初期の10月'11

月,1月, 2月,･4月,生育旺盛期の 7月,生育後

期の10月,11月は降雨畳少なくこの時期に戯 もかん

がいを必蜜とする｡

(3) 1日の降雨塵が10脚以上の降雨日数は甘聴生育期

間中75.6日,月当たり平均4.4日,100脚以上の降雨

日数は4.2日を記録し, 発育の段階別には10-以上

の降雨日数が多いのは生育旺盛朋で有効分けつ,無

効分けつ朋,生育後期の順に少なくなっている｡ま

た100脚以上の降雨 日数では有効分けつ期と生 育旺

盛朋に多く,ついで生育後期で撫効分けつ期が最も

少なく希にみるのみで夏から秋にかけて豪雨の多い

ことを示している｡
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(4) かんがいによって甘辞の生育と収虫がともに良く

なり1回のかん水丑20JLJLでは N:Co.310で25C/0,

H.44-3098では200/o増を示し,かんがい水盤を多

くして,生育初期に20pJ,生育中瀬に30廿,生育旺

盛朋から生育後期に40相かんがいした場合,N:Co.

310は64%の増収があった｡

(5 収珪増加の要因は N:Co.310では茎数,喜作,節

間長の増大,H.44-3098では茎数,軒数の増加の

ように考えられる｡

(6, 有効分けつ期に降雨虫が非常に多く,撫効分けつ

朋に降雨丑が極端に少ないと生育に窓彩管を及ぼし

減収結果を招いている｡

(7) かんがい水虫が少ない場合はプ9ックス,枯死茎

は対照区と大差はないが,かんがい水星が多くなる

につれて,ブリックスは低く枯死茎を多く生じてい

る｡また,かんがい区は鼠習茎は多いが,風折茎は

少ない｡

(8) 干苔をうけた庶蔓は繊維分や還元糖が多く,耗槍

率が低いために製糖歩留を悪くしている｡

(9) かんがいすることによって,メイチュクの加害蔓

が少なくなっている｡

u【l かんがい前の土壌含水史の多少によってかんがい

水分の保持朋間が異なる｡

州 多血降雨による土鳩水分の保持欄間はかんがい区

よ りも対照区の万が長い｡すなわちかんがい区はか

んがいによって土鳩構造が多く破壊され水分の保持

を低下させているようにBJ･えられる｡また降雨皿が

少ない蝦合は対照床は下haまで充分に渉遜せず,か

んがいLくは~F桐まで律遜しているがはじめのうちは

15

下屑が多く日が軽つにつれて逆に上岡よりも下屑が

少なくなっているO水分の保持欄間はかんがい区が

長い｡
uカ かんがいによる土壌中の水分浄透ははば三角形に

近い分布を示し,かんがい水路の盾下が虫も深く浄

透し,水蕗より遠くなるにつれて浅く藩透している

(13平均培土前は甘虎の植生位田が植え淋 こあってか

んがいは敵え柵に行なうのでかんがい水軌 ま少なく

てすみ,楓の深さ,冷遇職階からみて20p程度が適

当のように考えられる｡平均増土後は甘肝の植生位

置が唯と同じ高さか,または高くなり帆と反対にか

んがい水路の位倍がもとの帖の中央になるので根の
主要部分に水分を浄遜させるのにしてはかなりのW.
難があるので,30JLZl以ヒのかんがい水虫を必要とす
るように考えられる｡

Q心 生育旺盛朋,生育後収は長腿かんがいによって土
壌構造が破博され吸水丑も多いので40-50州以上の
かんがい水虫を必酸とするように考えられる｡

uS)かんがいによる樹の分作は,対照区に比較して表
土に多く,地R面から10cNLの附近に瓜も多いが,料
照区は20-30cMの附近に多く心土にもかなり多いC
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